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　人類 が簡便 に火 を得よ うとす る 努力の 軌跡 は科

学教育 の学習課題 と して もつ きな い 興 味が あ る 。

　本邦に お い て 明治維新前後 ， 西欧の 科学技術 を

導入 しっ 展開した 燐寸 （マ ッ チ）工 業の 父 ， 加賀

藩士清水誠 （1845−99）に つ い て そ の 足跡 をた ど

る 。

ル シ ヘ ル ス ・金星 との 出会い

　 1865 （慶応元）年 ， 清水誠 （幼名金之助） は藩

の 選抜 を受け て長崎に 留学す る 。 こ こ で は ，
ハ ラ

タ マ の 講義 に接 した同年輩の 徳島藩士長 井長義や

写真師上野 彦馬等の 影響が推測 され る。

　 1868 （明治元）年横浜 に移 り， お 雇 い 外国人 ・

横須賀製鉄所首長 ベ ル ニ ー （F．　L．Verny ：1837−

1908）に つ い て器械学を修業す る 。 翌 69年 4月 ，

一
時帰国するベ ル ニ ーに 伴われ フ ラ ン ス へ 留学 ，

ア ラ ン氏塾 で 基礎学 を，73年 に は バ リ工 芸 大学

へ 入学 し理工 科系科 目を学 び首席となるが
， 惜し

くも 74 年 に は海外留学制度が廃止 とな る 。 た ま

た まパ リ滞在 中の 宮内次官吉井友実が金之助 を招

き， 机上の マ ッ チ （商品名， Lucifers＝ 金星 ）を

示 して，貿易不均衡解消のた め国産 の 必要 を説 い

た 。 帰国に 際 し金之助 は仏国政府 に招聘 （月俸

100 ドル 〉， 金星 観測隊員 と して 74年 12月 9 日，

神戸諏訪山で 星学士 ジ ャ ン サ ン と太 陽面 を通過す

る金星 の 銀板写真 15枚をス タ ン ハ イ ル 望遠写真

儀で 撮影 した 。 奇 し くも長崎で は上 野彦馬が米国

隊 の撮影 に協力 して い る。

軍艦か マ ッ チか

写真 1　清水誠顕彰の レ リー
フ 。

　東京都墨田 区亀戸天神境内 （昭和 50年除幕 ・顕彰
　会）

を始 め る 。

　しか し彼の 留学 目的は造船で あ り， 同年 6月横

須賀造船所勤務 を拝命 ， 翌 9 年海軍少匠司 ， 造船

課長へ 昇進 する 。 そ の 間余暇 を利用 して マ ッ チ業

を監 督 ， また仏国か ら種子を取 り寄せ ， 甜菜糖 を

試作す る など多方面の 殖産活動を行 っ た 。

　特に燐寸 は大久保利通， 大隈重信等が注 目し ，

強 く勧 め て 同年 12 月，病 を理 由に 退官 。 本所柳

原町に 「新燧社」を創立 しマ ッ チ業 に 専念す る 。

　こ の意外な転換は 9年初頭 ， 恩師 ベ ル ニ ーが解

雇帰国 した こ と と も関連が あるように見 え る 。

マ ッ チ工 業の 隆盛

　帰国した 清水誠 は 74 （明治 8 ）年 4 月 ， 東 京　　　マ ッ チ製造 は ， 家禄奉還で 失職 した士族婦女子

三 田四国丁吉井公別邸を仮工場 に黄燐 マ ッ チ製造　　の 内職 として も歓迎 され ， 進展 す る 。 77年甜菜

28
化学 と教育 44巻 1号 （1996 年）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Chemical Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Chemioal 　Sooiety 　of 　Japan

特　集

写真 2　「国産 マ ッ チ 発祥の 地」記念碑 。

　京葉道路 に 面 し た 東京都立 両国高校校舎わ き （昭

　和 61年除幕 ・東京都）

糖製造取調 （勧業局長命） の 名目で 再び渡欧，安

全 マ ッ チ を商品化 した世界最大の マ ッ チ 工 場 ， 瑞

典 JonkOpings社 を視 察 す る 。 帰国 後工 法 を革

新，進ん で 公開指導 に 当た り， 80 年に は念願 の

マ ッ チ輸入 を防絶する 。

　幕 末 の 金沢が 生ん だ金 之助は ル シ ヘ ル ス の 製造

を決意 ， 金 星観測 の成功 をバ ネ に
，

マ ッ チ 産 業を

起 し， 遂に 繊維 ， 銅 と並 ぶ 日本の 三 大重要輸 出物

産 に育て あ げ，
1899 年金星 の も とへ 旅立 つ 。

　清水誠 に ちな んだ記念碑が国内四 カ所に ある 。

金沢の卯辰山 ， 東京都江東区の 亀戸天神 と都立両

国高校に は国産 マ ッ チ の創始を ， 神戸市諏訪山金

星台に は国際的金星観測を顕彰する もの で ある 。
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匱団 学術用諜 化学諏 は ・ 「鯛 漢字以 外 の

　　　　漢字 で も （中略）学術用語 の 中 に使い た い も

の 」 の
一

つ と して 「炉過」 の 「測 が 挙げ られ て い ま

す 。漢和辞典 に は 見当た らな い ようで す が ，どの よ う

に 造 られ，また ど こ か の辞典 に 載 っ て い る の で し ょ う

か 。　　　　　　　　　　　　　　　 （長野 　Y ．R ．）

匿 コ 「濾過」 と い うm ’inは淳 剛 1樋 『舘

　　　　開宗』（1837−47 「復刻 と現代語訳 ・注』講談

社 ， p，192，
403

，
1975＞ で 造 語 さ れ て 以 来，使用 さ

れ，1883年 に 東京化 学 会 （口本 化 学会 の 前 身） が

「Fjltration濾 過 」 と 訳 語 統
・一し （『東 京化 学 会 誌∫

4 「訳語」p．5 ， 1883），さ らに 1891 年 に 刊 行 さ れ た

「化学訳語集』に載 り定着した とい えます。

　 と こ ろ が，大正期に な り ます と 「瀘過 」 と い う 用語

も使 用 さ れ て い た よ うで す。松原行
一

（大正 8，日本

化 学会会長）は 「濾 過 で あ っ て瀘過 で は な い 」 と長
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L さ

て ，「濾 は 水 名す な わ ち 川 の 名」 と し て い ま す （『彳
ち よ く

于 子雑i纂』p．586，
1941）。た し か に 漢 和辞典 を見て

も 「瀘」に は 「濾 す」意味 は あ りませ ん 。 明 ら か に

「瀘過 」 は語 源的 に 誤 り で す が 「炉」 と い う略 字 は こ

の 当 て 字 に 関係して い る よ うで す 。

　 　 　 　 　 　 つ く り

漢和辞典 に は 旁 の 「盧 」の 略字 「戸」 が あ り ま す

（「濾す」の 「慮」 を 「戸」 と 略 し た 漢和辞典 は見 当 り

ませ ん ）。すなわ ち爐，瀘 の 略字 に は 「炉 」「炉」が あ

り ま す。そ こ で ， 上 記で 指摘 しま した よ う に 「瀘過 」

と使用さ れ て い た こ と を考え ま す と 「瀘」 が 「洌 と

略 せ る の で ，「濾 過 」 の 「濾」 も 「湧」 と略 し て 使 わ

れ だ し た と考えられ ます （い つ
， ど こ で 造語 された か

は 不明 で す）。

　また 「濾過」は 「ロ 過」 （「学 術用語集』「化 学編」

p．114，313，1955，1971訂正版），「ろ 過」 （同 『増訂

版』） と簡略化す る こ と も試み られ ましたが ，今 日で

は 「耄戸過 」 を 使 用 す る 例 が 多 く見 られ ま す 。 山 田 勝美

監 修 『難字解読字典』（柏書房 ， p．311，1977）に は

「〔濾〕ロ
，

こ す，す ま す ，  汐」 と し て 載 っ て い ま

す 。 この 時期 に も相 当使わ れ て い た よ うで す。な お ，

当て 字を 用 い る よ うに な っ た よい 例 と し て 「沈澱
一・沈

殿」 が あ り ま す e 「m 過 」 と い う用語 も普通 の 辞典 に

載 る凵が くる と思い ます。

　　　　　　　　　 菅原国香　SUGAWARA 　Kunika

　　　　　　　　　　　　 （東洋大学 工 学部 ・教授）

　 ［連絡先］350111越 市鯨 井中野台 （勤務先 ）。
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